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【2017 年度 東大地理 第３問】 
 

 ヨーロッパと日本の産業・社会の変化に関する以下の設問 A～B に答えなさい。解答は，解答用紙の(ハ)欄を

用い，設問・小問ごとに改行し，設問記号・小問番号をつけて記入しなさい。 

 

設問 A  

 図 3－1 は，1990 年時の人口を 1 とした時の各年次の人口の推移を，図 3－2 は，2014 年時の総人口を 1 と

した時の年齢階層別人口を，表 3－1 は，それぞれの国の主要な職業の男女別構成比率を示している。これらの

図表をみて，以下の問いに答えなさい。 
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(1) 図表中のア～エの各国は，ブルガリア，ドイツ，スペイン，スウェーデンのいずれかである。それぞれの

国名を，ア－○のように答えなさい。 

 

(2) ウ国において，ここ 20 年間の人口構造の変化によって深刻化していると思われる経済的問題を 2 つ，あ

わせて 2 行(60 字)以内で答えなさい。 

 

(3) エ国において，1990 年以降の人口減少を引き起こしていると考えられる主要な理由を 2 つ，あわせて 2

行(60 字)以内で答えなさい。 

 

(4) ア国は，他国と比較した時に，青壮年層の人口規模に比べて年少層の人口規模が相対的に大きい。このよ

うな状況をもたらしている政策的な要因を，以下の語句をすべて使用して，2 行(60 字)以内で述べなさい。

語句は繰り返し用いてもよいが，使用した箇所に下線を引くこと。 
 

女性の社会進出 労働環境 
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設問 B  
 次の表 3－2 は，日本工業の主要業種を取り上げ，各業種の 1963 年，1988 年，2013 年の出荷額等(製
造品出荷額等)について，日本全体の数値と上位 5 位までの都道府県名，上位 5 都道府県の対全国比を示し

たものである。また，表 3－3 は，地方の 5 つの県を取り上げ，2003 年～2008 年，2008 年～2013 年の

出荷額等の変化と，2008 年および 2013 年の上位 2 業種を示したものである。これらの表をみて，以下の

問いに答えなさい。 
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 前回、英検準１級の二次試験に落ちた話をしたと思いますが、飛び級して英検１級を受けてきました。私

の中では棒高跳びで有名なセルゲイ・ブブカ選手は、ある高さに挑戦して２回失敗し、もう１回失敗したら

失格というときに、逆にバーの高さを上げてチャレンジし、それを乗り越える人物であったと記憶していま

す。それになぞらえて私も級を上げてみました。しかし、結果は不合格でした。Reading：655、Listening：

612、Writing：637 で総合 1904 点でした。合格点は 2028 点です。耳の悪さを何とかしないと合格はなさそ

うです。知り合いで合格した人は、Listening、Writing 共に 790 点だったそうです。まさに鉄人ですね。 

 みなさんは私のように失敗せず、着実に一歩ずつ学力の階段を上がっていってください。 

それでは 2017 年度東京大学の第３問の問題を解いてもらおうと思います。頑張ってください。 

 

(1) 表 3－2 の A，B，C，D は，北海道，千葉，東京，大阪のいずれかである。それぞれの都道府県名を，A

－○のように答えなさい。 

 

(2) 表 3－2 の上位 5 都道府県の対全国比について，1963 年～1988 年の変化をみると，輸送用機械ではほと

んど変化していないのに対し，電気機械では大幅に低下してきている。こうした変化の理由として考えられ

ることを，2 行(60 字)以内で述べなさい。 

 

(3) 表 3－3 では，2003 年～2008 年にかけては，いずれの県でも，出荷額等の増加がみられたのに対し，200

8 年～2013 年にかけては，大幅な減少がみられた県がある一方で，わずかな減少にとどまった県もある。こ

うした違いが生じた理由として考えられることを，以下の用語をすべて使用して，3 行(90 字)以内で述べな

さい。語句は繰り返し用いてもよいが，使用した箇所に下線を引くこと。 

アジア デジタル家電 輸出 

 
 


